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外国との交流が、IT産 業、電子情報産業、ハイデク産業などハイレベルの先端産業に拡大 し、質的な交流段階

に入 りつつある中国において、国際交流の中心的役割を担 う人材、つまり高度な外国語能力 と専門知識を持っ

た複合型人材の養成は地域社会の経済成長の中で新 しい課題 として提起されている。本報告では理工系専門知

識、貿易経済の常識並びに高度な外国語能力を同時に備えた複合型人材の養成を試みる中国大連理工大学機械

工学部 日本語強化班の実践を手がかりに 日本語教育の新 しいチャレンジと課題を整理 して論 じようとするも

のである。
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1.報 告の課題

2001年 末のWT0へ の加盟は中国社会に新しい挑戦と契

機をもたらしてきた。対外開放政策の実施が具体化され、

海外との交流分野がますます拡大されつつある中、対外

開放の先端都市である大連市は、外国との交流が、IT産

業、電子情報産業、ハイデク産業などのハイレベルの先

端産業まで及び、質的な交流段階に入りつつある。一つ

の例をあげてみると、国家ITソ フ ト開発重点都市として

の大連市は2003年 度後半、大連市ITソ フト開発パーク

に定着した外資企業が100件 を超えている。内4割 以上

の企業は日本企業である1)。なお、実質経済成長率が約

10%と いう高度成長を続けている現在の中国はこれから

の発展も期待され、海外からの投資および様々な分野で

の交流がますます幅広く展開していくと予測される。そ

の交流の中心的役割を担う人材、つまり専門知識と高度

な外国語能力を備えた複合型人材が求められている。

ところが、これまでの人材養成のパターンとして、外

国語専攻の学生は文系の知識だけ学び、理工系専攻の学

生は理工系だけのものを学ぶという単一型人材養成が主

であった。それゆえ、外国語専攻の卒業生は理工系関係

の仕事に携わることが困難であり、逆に理工系の卒業生

は外国語を併用するような職業に就くことができないと

いう状態が長く続いていた。一方では理工系専門知識、

貿易経済の常識並びに高度な外国語能力を一体に備えた

複合型人材の養成が、地域社会の経済成長の中で新しい

課題として提起されている。

この課題に答えるために他に先立ってチャレンジを試



みたのが中国大連理工大学機械工学部の実践である。

本報告は大連理工大学機械工学部日本語強化班の実践

を手がかりに日本語教育の新 しいチャレンジと課題を整

理 して論じようとするものである。

2.日 本語強化班の概要

2.1日 本語授業の編成

1987年8月 に大連理工大学機械工程学院は、他に先立

って機械製品の設計 ・製造、技術開発と応用、機械電気

貿易 ・管理経営領域におけるハイクラスエンジニア養成

を目的として機械設計製造 ・自動化専攻に日本語強化班

を設置した。外国語、機械専門知識並びに貿易知識を三

位一体にし、多機能、複合人材の養成を狙いとした。学

制は5年 とし、卒業後、専門日本語学士と機械 ・対外貿

易学士という2つ の学位を獲得することがこの専攻のメ

リットである。学生は全国大学統一試験で高い点数を獲

得し、高度の英語運用能力を有する高校卒業生に限る。

日本語強化班という名称は、日本語専攻や第一外国語

としての日本語教育と区別するために新たに作られたも

のである。まず、日本語専攻の場合にはカリキュラムの

中心は日本語であり、4年間にわたって主に学習する科目

は日本語及び日本関係の知識である。それに対して、日

本語強化班では日本語授業はカリキュラムの中の一部(1

/3)だ けで、機械設計製造と貿易経済関係の授業がメイ

ンの授業とされるところに違いがある。次に第一外国語

としての日本語教育では日本語授業は専ら必修科目の一

科目に過ぎないが、それに対して、日本語強化班では日

本語の授業はカリキュラムの1/3く らいを占め、1年 目

の主な授業が日本語であるところに違いがある。そこで

ゼロからスター トする日本語の授業は1年 目に集中的に

学習させることはもちろんのこと、後の4年 間もその学

習を続けさせるという点が強化ということばを使ったゆ

えんである。

強化班の日本語教育は1年 目に、週に20校 時(1校 時

45分 、実時間15時 間)の 日本語の授業が設置され、「読

解」、「会話」、「聴力」という3科 目の授業を並行する(表

1参照)。授業時数は全学年でトータル578学 校時間であ

る2)。2年目の日本語の授業科目は1年 目と同じ3科 目で

進むが、校時は1年 目の578校 時より60校 時減らし518

校時となる。代わりに中国人教師の日本語による機械専

攻授業を1科 目96校時と英語の授業240校 時を併設する。

3年 目になると日本語の授業科目は 「会話」と 「聴力」だ

けとなり、授業時間も284校 時と激減する。代わりに中

国人教師の日本語による機械専攻の授業を1科 目96校時

と英語の授業を1科 目240校 時増やす。4年 目になると、

日本語の授業は 「選読と作文」のみで、136校 時となる。

代わりに中国人教師の日本語による機械専攻の授業を3

科目、126校 時、英語の授業を1科 目24校 時、貿易関係

の授業を2科 目増設する。5年 目は最後の年次であり、就

職活動などのことも考慮し、「日本語上級会話」の授業を

増設し、授業時間も前年度の136校 時から265校 時に増

やす。

2,2課 外活動による応用能力の養成

表1に 示したように日本語専攻の授業は5年 間で トー

タル4科 目、106単位、1,782校時である。これは一般の

日本語専攻のそれに比べて、いずれも少ないということ

は言うまでも無い。その不足を補い、応用能力を育てる

ために、授業外にも様々な課外活動を展開している。

まずは学生の自主活動として 「目本語コーナー」、「日

本音楽 ・演劇」、「日本語弁論」、「日本名作鑑賞」などの

課外活動グループを作っている。活動組織の仕組み、活

動形式、活動内容および活動時間などは全面的に学生の

自主性に任せて進めており、教師はバックアップするに

とどまる。同時に日本人の教師や学内の日本人留学生も

積極的に参加できるよう工夫 し、活動しやすい環境を作

って、互いの積極的な交流を促進している。第二は日本

人留学生との友達作りの運動を展開させることである。

日本語で交流することを活かし日本人留学生の日常生活

における問題や困難に対する助言、手助けなどを通じて、

互いに友情を育み、相互の交流を深めることをはかる。

第三は教材の内容にあわせて、演劇や発表など、日本

語で話す機会を増やすことである。例えば授業が始まる

前の数分間を利用して、発表をさせる。発表のテーマは

計画的なものであるが、内容は自由形式、指定形式など

の形を取っている。また、2年 目の前半、「鶴の恩返し」

という文章を習うが、それをきっかけに学生に、ステー

ジに立って寸劇を演じさせる。学生たちは教材の内容を

変えたり、「新しい鶴の恩返 し」の脚本を作ったりして、

道具や衣装をあわせて出演することを通じて日本語への

興味を深め、日本語能力の向上に努める。学生を奨励す

るために審査委員会を作って、賞品や賞状などを授与す

る。この企画は充実した楽しい授業として評価されてい

る。



表1強 化班 日本語授業 カ リキュラム3)



第四は公開講座を開き、学生に日本語に関する情報や

視野の拡大の機 会を提供する。外国語学部は大体2週 間

に1回 公開講座を開いている。講師の先生にはほとんど

日本人を招き、日本文化、学生の関心事などについて講

演をしていただく。講座の受講は、単位の取得につなが

り、4回講座を受講すると0.5単 位が与えられる。公開講

座は強化班の学生にとって生の日本を知る絶好のチャン

スであり、積極的に参加 している。たとえば、今年の春

に 「いけばな」講座を開いたが、講演室は学生で溢れて

いた。講演の後、学生にもいけばな体験をさせ好評を博

した。

第五はスピーチコンテス トや作文コンクールなどにチ

ャレンジさせることである。大連市人民対外友好協会と

大連市日本キャノン大連事務機有限会社主催の 「大連市

キャノン杯日本語弁論大会」は1990年 から年に一回行な

われてきた。また日本国際交流研究所大森和夫所長主催

の 「中国大学生 ・院生日本語作文コンクール」が1993年

から年に1回 中国で行なわれている。このような日本語

実践活動になるべく積極的に参加するよう勧め、日本語

の応用能力の向上をはかっている。

第六は休みを利用して日本人旅行団体、日本企業など

の交流を展開することである。例えば夏休みを利用して

日本人旅行ツアーを接待させたりする。

2.3こ れまでの実績について

日本語強化班は1987年 にスター トし、1992年か ら卒業

生を出して2003年 現在まで全11期 の卒業生を送 りだし

た。学生たちは機械専門知識の外に 日本語能 力を有する

おかげで、 さまざまな場で活躍 し、輝か しい実績を収め

た学生 も少なくない。

まず 日本国際教育協 会 ・国際交流基金主催による日本

語能力試験の場においてである。1991年 以来の実績をみ

ると、 日本語強化班の日本語能力試験の合格率は98%を

上回っている。1988年 入学の2期 生を例にとると、34名

の受験者(ク ラス全員)全 員が合格 した上に、最高得点

が386点 、平均点数が358,2点 とい う結果であった。 当

年度における大連地域239名 の受験者の うち、 日本語強

化班は3、4、7、8、9位 の順位を獲得 し、半数以上の学

生が20位 以内に入 った とい う輝か しい成績を収めた4)。

次は上述 した 「大連市キャノン杯 日本語弁論大会」の場

においてである。この大会は開催して今年で14回 目を迎

えたが、日本語強化班の学生がこれまで参加 した13回 の

内、金メダルを獲得したものは7人 、銀メダルは9人 、

銅メダルは10人 という実績を作った。「日本語作文コン

クール」は第3回 目から参加 し始めたが、これまで7つ

の3等 賞と6つ の優秀賞を獲得した5)。

中でも最も高く評価されているのは社会人としての日

本語強化班卒業生だと言わなければならない。1992年7

月から日本語強化班の卒業生は社会に出して今年で11年

目を迎えている6)。第一期卒業生から今年まで、続けて

100%の 就職率を保っている。卒業の数ヶ月前から全国か

ら人材募集にやってくる。就職先は国家大手企業から対

外貿易機関、日本企業などの幅広い分野にまで及んでい

る。機械専攻の上に日本語能力を有するおかげで、社会

に出ると、様々な職場でこれまで蓄積 した知識、才能を

活かし、重要任務を担う者がかなりいる。就職先からよ

い知らせが次々と伝わってくる。例えば、一期生のYは

就職してからまもなく職場長になった。Rは外国と技術交

渉を担当した際、専門知識と高度な日本語をうまく使い

こなせたために、企業の7億 円の損失を回避させたとい

う。また、通訳とエンジニアはこれまで二人分の仕事だ

ったが、今は一人で担うことができるおかげで、以前よ

り更に仕事を円滑に進めることができ、作業効率と質の

向上につながった。強化班の卒業生が携さわった技術交

渉プロジェクトは成功率が高いと評価されているのはそ

の証しだといえよう。

これまでに輩出した、全11期 、700人 ほどの強化班卒業

生は中日両国の各分野で活躍し、高い評判を得てきた。

特に2、3年 前から日本国内企業が直接に人材採用に来る

ようになった。中には卒業する2、3ヶ 月前から学業を続

けながら内定企業に勤めた学生が4分 の1ほ どもいる。

3.日 本語強化班の特徴

大学側、機械工学部側からの特別配慮、学生の質、学

習意欲などが関わるのはもちろんのこと、適切なカリキ

ュラムと確実な実施策も強化班を特徴付ける重要な一面

であることも否定できないだろう。表2は 大連市内の3

つの大学の日本語関係授業の配置状況の比較表である。

日本語専攻に比べると、強化班の学生はゼロから始ま

り、日本語授業は少ない代わりに機械専門の授業が圧倒

的に多いことが特徴である。これらの特徴が実現した理



表2強 化班と日本語専攻における課程配置対照表7)

由として、次のものを挙げることが出来よう。

1)学 習の内容は、教材と課外活動によりなるべく実

用的な知識を身に付けさせることに努める。これ

まで使った教材8)は やや難しいものであったが、

多くの課外活動を設けて教材の内容を十分に消

化し使いこなす機会を加えた。

2)教 師の合理的な組み合わせによる。強化班の日本

語授業は中国人教師と日本人教師が担当してい

る。「会話」や 「作文」のような授業はなるべく

日本人の教師が担当し、「精読」や 「翻訳」の授

業は中国人教師が担当する。両方の長所を活かし

ながら協力することによって学生の学習意欲を

引き出し、潜在能力を伸ばす。

3)教 室に限らず、課外での実践学習を重要視する。

上述した部活の展開のほかに、ビデオ鑑賞、スピ

ーチコンテストの参加、休み期間内の実践活動の

展開などがそれである。

4)機 械専門の授業とうまく組み合わせる。日本語学

習の進度に合わせて、適切に中国人教師の日本語

による機械専門授業を加えるなどしている。それ

によって一石二鳥の効果が得られる。

もちろん、強化班は一つの新しいチャレンジとして

試行錯誤を重ねながら進行してお り、不十分なところ

や改善すべきところが多々あるということは否定でき

ない。

4.お わりに

以上、大連理工大学機械工学部日本語強化班の概要に

ついて考察してきた。地域社会の発展、広範囲でハイレ

ベルな交流を実現するために作った 日本語強化班は、全

11期 の卒業生の職場での努力ぶりを見ても、国、地域社

会の経済発展および中日交流の推進に確実に貢献してい

ることが分かった。このような貢献は今 日に限らず、将

来的にも計り知れない可能性を秘めた有意義なチャレン

ジだと言えるだろう。

もちろん、初歩的段階の実験として、様々な不備が存

しているのは事実であるが、新 しい創造と大胆な試みで

あるところに日本語強化班の画期的な意味がある。

今後の課題としては、カリキュラムの編成における日

本語以外の授業とのバランスの問題、各学年の日本語授

業の合理的配置および教材選択に関わる問題など、あら

ためて詳細に検討してみたい。
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英語要旨

 At present in China, talents with both professional knowledge and a high level of foreign language proficiency 

are playing a leading role in the economic construction of the country. As a result, the cultivation of this kind of 

talents has become an important project for a country in its economic development and international cooperation. 

Such project, as a new industry just like the IT industry and the electronics information industry, is going to be 

raised to a qualitatively higher stage. 

 This paper discusses the practice of a syllabus undertaken at the Mechanical Engineering Department in Dalian 

University of 'Ibchnology for the purpose of cultivating these talents. The students are required to take courses of 

advanced Japanese language, the basic knowledge of commerce and economics, as well as courses on their major 

specialty in mechanical engineering. The key point in the discussion is how to take the challenge of fortifying the 

student's Japanese capability with a satisfactory efficiency.


